
令和８年度の課題 「ホテル」 2026年9月21日：建築資格研究会

Ｒ８ホテルの総括 （最重要）
資格学校では教えない合格必勝法、10年間（365日）１級建築士のみを
解説した研究会の総力を示す（ユーチューブ解説以外の内容あり）。
この総括は、会員（年会費３万円）の方が合格するための資料です。

１章　R8ホテルの合格基準 （合格するにはランクⅢ・Ⅳに該当しない）

R1から法違反は一発不合格、近年は特記事項ミスも一発不合格。

【Ｒ8総括の目次】 ・・・可能な限り文章は少なくしました・・・

１章 R8ホテルの合格基準 （合格するにはランクⅢ・Ⅳに該当しない）

２章 一発不合格を回避する （法適合・特記事項等）

３章 予測課題（１～３）の解説 （想定される全項目を組込）

４章 フリーハンド組込 （作図３時間を２時間へ）

５章 基礎 （ベタ基礎・杭基礎・布基礎・地盤改良・免震基礎）

６章 確定エスキス （ユーチューブ解説内容含む）

７章 資格学校では教えない試験当日の留意点

８章 最後にお伝えすること （これを守れば合格できる）

・R1から合否審査が厳しくなった（ランクⅣ：平成約10％ ⇒令和約30～50％へ）。

・R1公表「受験者の答案の解答状況」から法令違反は一発不合格と読み取れる。

・近年は法令違反に加え要求室の特記事項も一発不合格でR7ランクⅢ・Ⅳ63.4％。
注意） 公益財団法人建築技術教育普及センターから合格基準は公表されていない、本内容は建築資格研究会（以下、研究会という）の独自評価です。

R7ランクⅢ・Ⅳ⇒63.4％となった最

大の理由は、R7公表「受験者の答案

の解答状況」から法令違反と共に設

計与条件の不適合も一発不合格と

なったことである。

【注意事項】

「試験問題」及び上記の「建築物の

計画に当たっての留意事項」を十分に

理解したうえで、「設計製図の試験」に

臨むようにしてください。

なお、建築基準法等の関係法令や

要求図書、主要な要求室等の計画等

の設計与条件に対して解答内容が不

適合又は不十分な場合には、「設計

条件・要求図面等に対する重大な不

適合」等と判断されます。

表１　製図試験の合格率

合格

ランクⅠ ランクⅡ ランクⅢ ランクⅣ

平成21年 12,545人 41.2％（5,164人） 25.8％ 23.0％ 10.0％

平成22年 10,705人 41.8％（4,476人） 27.8％ 23.5％ 6.9％

平成23年 11,202人 40.7％（4,560人） 30.5％ 18.1％ 10.7％

平成24年 10,242人 41.7％（4,276人） 27.9％ 18.2％ 12.2％

平成25年 9,830人 40.8％（4,014人） 27.3％ 19.2％ 12.7％

平成26年 9,460人 40.5％（3,825人） 32.7％ 20.5％ 6.3％

平成27年 9,308人 40.5％（3,774人） 25.2％ 23.3％ 11.0％

平成28年 8,653人 42.4％（3,673人） 27.1％ 20.7％ 9.7％

平成29年 8,931人 37.7％（3,365人） 21.2％ 29.9％ 11.2％

平成30年 9,251人 41.4％（3,827人） 16.3％ 16.5％ 25.9％

令和元年 10,151人 35.2％（3,571人） 4.3％ 30.8％ 29.7％

令和２年 11,031人 34.4％（3,796人） 5.6％ 24.3％ 35.7％

令和３年 10,499人 35.9％（3,765人） 6.3％ 26.9％ 30.9％

令和４年 10,509人 33.0％（3,473人） 6.1％ 32.4％ 28.5％

令和５年 10,238人 33.2％（3,401人） 2.1％ 22.1％ 42.6％

令和６年 11,306人 26.6％（3,010人） 1.5％ 23.9％ 48.0％

令和７年 11,381人 35.0％（3,988人） 1.6％ 53.7％ 9.7％

ランクⅠ：知識及び技能を有するもの（合格）

ランクⅡ：知識及び技能が不足しているもの（不合格）

ランクⅢ：知識及び技能が著しく不足しているもの（不合格）

ランクⅣ：設計条件・要求図面等に対する重大な不合格に該当するもの（不合格）

年度 受験者数
不合格



２章　一発不合格を回避 （法違反・特記事項）

【法違反・特記事項の一発不合格】
（1） 延焼ライン
・延焼ライン内の開口部は、すべて防を計画する

（2） ＥＶ・階段
・ＥＶ・階段の特の書き忘れは、１ヶ所でも一発不合格

（3） 異種用途区画
・屋内駐輪場、レストラン（200㎡以上）は、異種用途区画

（4） 歩行距離
・歩行経路のスタート位置に注意、２階以上のレストラン注意

（5） ３層吹抜け （防火区画）
・３層吹抜けは、１階にもきちんとSS特を計画する

（6） 窓あり２層吹抜け
・２階に窓ありの２層吹抜けは、竪穴区画（面積区画含む）

（7） 高さ制限 （道路斜線・隣地斜線）
・後退距離、計算ミスも一発不合格になると推定する

（8） 要求室の欠落
・要求室の欠落、R5からは特記事項ミスも一発不合格

（9） 要求室の㎡以上
・近年は以上面積の出題が多い、このミスも一発不合格

（10） 設備計画のPS・EPS
・PSやEPSの全くない階があれば一発不合格

・毎年、多くの受験者が１ヶ所の法違反で不合格になる事実を理解する。

・綺麗な図面も、良いプランも、法違反があれば一発不合格になる。

・R1から法違反、R5から特記事項ミスも一発不合格、R8は両方を注意する。

適合」等と判断されます。

本内容は会員講座で公開



（1） 延焼ラインの防なしは一発不合格

・延焼ラインは、隣地・道路中心から１階３ｍ、２階以上５ｍである。

・延焼ライン内の開口部（扉・窓）は、すべて防を書く（書き忘れは一発不合格）。

・敷地内は、建物にかかっていなくても延焼ラインを書いて下さい。

① 隣地境界線 ② 道路中心線

道路隣地 敷地

１階

２階

３ｍ

５ｍ ５ｍ

３ｍ

延焼のおそれのある部分

延焼ライン内の窓・扉は、全て防火設備が必要（側面窓書き忘れない）。

５ｍ

延焼ライン上の窓も防火設備が必要

延焼ラインは隣地境界線から５ｍ

延焼ライン（敷地内は書く）

（１階３ｍ、２階以上５ｍ）

R2標準解答図 （一部抜粋）

延焼ラインは道路中心線から５ｍ

（この課題では境界線からは３ｍ）

・隣地が「防火上有効な公

園」は延焼ライン無し。

・R6配置図の北側「自由通

路」は、道路ではない、課題

にも「隣地境界線」と記載が

あり、この場合、延焼ライン

が隣地境界線から有る。

本内容は会員講座で公開



・建物間の延焼ラインは、外壁間の中心線から１階３ｍ、２階以上５ｍ。

・その延焼ライン内の開口部（窓・扉）には、全てに防火設備の防を書く。

・添削をする中で、この防の書き忘れが最も多いのは、側面の防である。

延焼ラインの防で最も間違いが多いのは側面

特殊な事例：勾配敷地でのＢ１延焼ライン （３ｍ採用）
・Ｂ１の延焼ラインは、法的な規制がありません。

・勾配敷地が出て隣地も同様な勾配の場合は、一般に１階の３ｍを採用する。

・法的には規制がないので書かなくても減点なしと推定する。

研究会の過去の受講生の添削例

側面の延焼ラインの防の書き忘れ

こちらの延焼ラインの

防は正しく書いている

勾配敷地での地下１階は隣地も同じ

勾配敷地は一般に１階の３ｍを採用

研究会の予測課題２ （Ｂ１の延焼ライン）

本内容は会員講座で公開



（2） ＥＶ・階段の特なしは一発不合格
・ＥＶ・階段は、すべてに特を書く（１ヶ所でも書き忘れは確実に一発不合格）。

・ＥＶ・階段が１階と２階のみであっても、すべて特を書く。

・階段内にある倉庫等は、特を書く（法規上は竪穴区画の防でよい）。

（3） 異種用途区画の区画なしは一発不合格
・レストラン・カフェが200㎡以上の区画は、特を書く（一体的利用の緩和あり）。

・多目的ホール等が200㎡以上の区画は、特を書く（一体的利用の緩和あり）。

・屋内駐車場・屋内駐輪場が150㎡以上の区画の扉は、特を書く。

階段・ＥＶは、竪穴区画

と面積区画の両方にて

特定防火設備が必要

階段内は竪穴区画に

なるので、倉庫扉は、

特定防火設備（防可）

カフェ200㎡以上の

扉は特定防火設備

（一体的利用は緩和

あり、特が不要）

屋内駐輪場150㎡以上の屋内に

面する扉は特定防火設備必要
（安全のため面積に関係なく特を書く）

カフェ

（252㎡）

R3標準解答例の一部抜粋

屋内駐輪場

研究会の予測課題２ （Ｂ１の延焼ライン）

本内容は会員講座で公開



（4） 歩行距離の居室選定ミスは一発不合格
・歩行距離の居室選定ミスは、法的判断ができないので一発不合格と推定。

（1）R7庁舎の標準解答例②のコメントより重複距離の遠い位置がスタート位置

（2）ホテルは（歩行60ｍ重複30ｍ）２階以上のレストランは（歩行40ｍ重複20ｍ）

R7庁舎の標準解答例②では、重複距離の長い位置がスタート位置である。

研究会は、重複距離の長い位置を書いて（①の位置）、

歩行距離の長い位置②も書いてコメントすることを推奨

本内容は会員講座で公開



（5） ３層吹抜けの区画なしは一発不合格
・３層吹抜け（エントランス等）は、竪穴区画（面積区画含む）。

・各階にSS特または特扉を設置する。

・１階にも忘れずにSS特（くぐり戸含む）または特扉を設置する。

（6） 窓あり２層吹抜けの区画なしは一発不合格
・上階に開口部がない２層吹抜け居室は、単なる大空間（竪穴区画ではない）。

・上階の開口部がある２層吹抜け居室は、面積区画が関係する。

・下図は２階に開口部あるので２階窓に特ＳＳ、１階の扉にも特ＳＳ、特を設置。

R5標準解答図の２層吹抜け （一部抜粋）

１階エントランスは

SS特、特扉を設置

予測課題３の１階平面図の解答図 （エスレーターと一体で区画）

歩行距離の長い位置②も書いてコメントすることを推奨

３階部の開口部は

特ＳＳの区画２階部の扉は特の区画

開口部は特ＳＳの区画

本内容は会員講座で公開



【R3例：道路幅の考え方】

狭い道路4ｍ、6ｍは広い

道路12ｍの２倍の24ｍ

距離が広い道路適用。

上記以外で道路中心から

10ｍは、それぞれ4ｍ、

6ｍの狭い道路適用。

（7） 高さ制限（道路斜線）の違反は一発不合格
・道路斜線は、道路斜線、道路勾配、最小後退距離、計算式を書いて下さい。

・最小後退距離は、庇先端（その一面の長さが1/5以内である場合緩和あり）。

・２面道路の大きい道路幅の２倍（かつ35ｍ）は、小さい道路も大きい道路幅。

R3標準解答例

50ｍ

敷 地
（事務所ビル）

1,700㎡

車道１２ｍ

34ｍ

駅（200ｍ先）

隣地（事務所ビル）

車

道
6

ｍ

車

道
4

ｍ

事
務
所
ビ
ル

事
務
所
ビ
ル

事務所ビル

24ｍ

10ｍ10ｍ

最小後退距離：庇を含めた最小後退距離

南側の最上階には前面に0.7ｍ庇があるので、

最小後退距離は、この0.7ｍ庇の先端から計算

5ｍとなる。

１階の主出入口の庇は、南側全体の1/5以下の

長さとなり、緩和により対象外となる。

計算式：（5+10+5.6）×1.5＝30.9＞30.7

南側の建物から道路斜線制限は、道路反対側

は最小後退距離の庇までで5ｍ、外壁先端での

距離は5.6ｍ、道路10ｍを含めて道路勾配1.5

を乗ずると計算値となる。

道路斜線：後退距離含めた位置での斜線

道路勾配：商業系1：1.5の勾配

R4標準解答例

R5標準解答図の２層吹抜け （一部抜粋）

本内容は会員講座で公開



（7） 高さ制限（隣地斜線）の違反は一発不合格
・R7庁舎は20ｍ未満の建物で隣地斜線（最小後退距離の緩和なし計算式なし）。

・住居系20ｍ以上の建物での隣地斜線は、最小後退距離、計算式を全て書く。

・住居系は20ｍから斜線勾配1.25、商業系は31ｍから斜線勾配2.5となる。

隣地斜線

隣地斜線：準住居地域

計算式と最小後退距離は、建築高さが

20ｍ以下にて法的に、この２つは存在

しないため書かれていませんが、「建

築物20ｍ以下で隣地高さ制限を受けな

い」のコメントと隣地斜線は法的に存

在するので書いています。

R8ホテルは、例えば住居系20ｍを

超えて隣地斜線を書かせる課題に

なる可能性が高いと見ている。

左図は予測課題１であるが、建物高

さが必ず20ｍを超えるようにしてい

る。

この場合、このように最小後退距離

を考慮して隣地斜線と計算式を書く。

隣地斜線、勾配、計算式、最小後退

距離の一つでも書き忘れると一発不

合格になると推定する。

計算式

隣地斜線

最小後退距離

R8ホテルの研究会の予測課題１の解答図

R7標準解答図

本内容は会員講座で公開



（8） 要求室の欠落は一発不合格・・・R8は特記事項も同じ別途解説

・基本中の基本である要求室の欠落、毎年、数名の方がこれで一発不合格。

・要求室に便所やゴミ置場があれば、その欠落も一発不合格となる。

・R3は、屋内駐輪場が要求室にあった（屋外駐輪場は一発不合格と推定）。

（9） 要求室の㎡以上の条件でないは一発不合格

・R5課題の要求室の床面積は、８室で㎡以上の条件である。

・R6課題の要求室の床面積は、６室で㎡以上の条件である。

・R7課題の要求室の床面積は、７室で㎡以上の条件である。

【下記は法違反ではないが基本事項での一発不合格】

（10） 設備計画のＰＳ・ＥＰＳなしは一発不合格
・ＥＰＳは、すべての平面図に同一場所で計画する（書き忘れ防止）。

・３階にＰＳがあり２階にＰＳがない場合、上階の排水ができない（一発不合格）。

・各階にＰＳ・ＥＰＳない図面は、試験元として合格させないという思惑が伺える。

ホテルの客室のＰＳは、２室の

中間に計画するのが一般的

である。奇数になる場合、

１客室にＰＳとする。

R8はホテルなので、客室に

ＰＳが無い場合、大減点か

一発不合格もありえる。

下階では、ある程度のＰＳを

まとめてもよい。

各階にＥＰＳを計画する。

ＥＰＳはメンテナンスの観点

から管理ゾーンに計画する

のが望ましいが、過去の

標準解答例で利用者ゾーン

に示された例もある。

R8ホテルの研究会の予測課題１の解答図

研究会のR8ホテル予測課題３
本内容は会員講座で公開



３章　予測課題（１～３）の解説

（1） 予測課題のまとめ ・・・過去10年間は80％以上的中・・・

Ｓ社・Ｎ社・研究会の予測課題の要求室一覧表 （ＨＰにＡ３伴あり）

NO 項目 出題想定内容 備考

1 敷地場所 都市型、郊外型 敷地一部活用あり

2 用地形状 長方形（横長・縦長）、平面敷地、勾配敷地 H21台形は除外

3 道路 １面道路、２面道路、隣地通路動線 ３面道路は除外

4 階数 ３階、５階、７階、Ｂ１、階数指定なし含む 吹抜ありを含む

5 指定床面積 **㎡以上～**㎡以下、床面積指定なし

6 部門 宿泊部門、共用部門、管理部門、設備 要求室は割愛

7 屋根形状 陸屋根（フラットルーフ）、勾配屋根

8 屋外施設 屋外広場、屋上庭園

9 駐車場 屋外駐車場、隣地駐車場、機械式駐車場

10 駐輪場 屋外駐輪場、隣地駐輪場 屋内駐輪場は記述で解説

11 構造計画 鉄筋コンクリート造、耐震壁等 免震構造は記述で解説

12 基礎構造 ベタ基礎（地盤改良含む）、杭基礎 布基礎は除外

13 空調設備 マルチＨＰ、ＨＰチラー、全熱交換器、外気処理空調機 大空間は床置型

14 給排水設備 受水槽方式、水道直結増圧方式

15 電気設備 屋上キュービクル、電気室、非常用自家発電室

16 消火設備 消火ポンプ室、不活性ガス消火設備室（機械式駐車場対応）
屋内消火栓は必要、スプリンクラー設備は

6000㎡以上、4F～10Fが1500㎡以上で必要

17 搬送設備 エレベーター、エスカレーター

18 高さ制限 道路斜線、隣地斜線 北側斜線は対象外

表１ R8ホテルはこれが出る（赤字は課題１、青字は課題２、緑字は課題３、紫字は両方）

　※上記の出題想定内容は、今後提供する研究会の予測課題（３案）に全てを組み込む。

【令和８年度　設計課題：ホテル】

表１　各予測課題の比較一覧表
階数 屋外 駐車場 駐輪場

規模 横 縦 階 東 西 南 北 設 備 他施設

（㎡） （ｍ） （ｍ） 客室Ａ 客室Ｂ 客室Ｃ
リネン

室
自販室 大浴場 休憩等 他

エント

ランス

ラウン

ジ

宴会

等室

厨房

パント

備品

倉庫

レスト

ラン

カフェ

各店

舗

多目

的等

サロ

ン等

フィッ

トネス
会議 室他 他

フロン

ト等

事務

室

更衣

男女
控室 ゴミ室

備蓄

倉庫
他 設備指定条件等 （台） （台）

本試験 Ｒ８課題 ～

予測課題１ 1,728 48 36
5階

B1
3,500 ～ 4,000 隣地 道路 公園 道路

25㎡

8室

25㎡

2室車

50㎡

1室
適宜 適宜 － － －

適宜

吹抜
20㎡

2室

100㎡

適宜

適宜
適宜

50人

200㎡

休憩

売店
30㎡ － － －

市民

交流

200㎡

－ 適宜 6人 適宜 － 適宜 40㎡
リ保

適宜

消火ポンプ室、不活性ガス、受水槽

室、電気室、ボイラー室、屋上太陽

光パネル・空調屋外機

－

機20

椅1

サ1

20台

一敷地内に既存棟あり、1階2階吹抜、

エスカレーター、機械式駐車場、杭基

礎、B1あり、市民交流スペース

予測課題２ 1,850 50 37 3階 1,800 ～ 2,200 隣地 隣地 隣地 道路
25㎡

10室

35㎡

1室車

50㎡

1室
適宜 － －

談話

適宜
－

適宜

吹抜
50㎡ － － －

カフェ

30人

ブラ

ンド

100㎡

情報

50㎡
－ － 50㎡

図書

150㎡

50㎡

閉架

書庫
適宜 5人 適宜 － 適宜

図保

適宜

リ保

適宜

電気設備室（受変電設備、非常用発

電設備）、設備機械室（ポンプ、ボイ

ラー、貯湯槽）

広場

30㎡

50㎡

椅1

サ1
10台

隣地に既存棟あり、勾配敷地、勾配屋

根、３層吹抜、車回しキャノピー、隣地

駐車駐輪場、図書室

予測課題３ 1,750 35 50 自由 － ～ 自由 道路 道路 隣地 隣地
24㎡

20室

50㎡

5室車

75㎡

20室
適宜

談話

20㎡
140㎡

浴場

休憩

30㎡

本

20㎡

適宜

アト

ブラ

100㎡
70㎡ 25㎡ 15㎡

カフェ

60㎡

売店

15㎡

写真

衣装
25㎡

40㎡

スト

40㎡

トレ

100㎡

更衣

休憩

適宜

授乳

適宜
適宜 6人 適宜

清掃

適宜
10㎡ 40㎡

リ保

10㎡

消火ポンプ室、受水槽室50㎡、ボイ

ラー室50㎡、ろ過機械室25㎡、屋上

キュービクル、太陽光パネル

屋上

庭園

80㎡

椅1

サ1
－

一敷地内に既存棟あり、面積階数指

定なし、アトリウム（7層吹抜）、フィット

ネス室、大浴場

早期対策 1,750 50 35 5階 3,800 ～ 4,300 隣地 公園 道路 道路
20㎡

27室

30㎡

9室

30㎡

3室車
適宜 適宜 150㎡

アニ

適宜
－ 適宜 80㎡ － 適宜 － 80席

売店

40㎡

地域

交流

100㎡

リラク

40㎡
100㎡ －

コワ

100㎡

ゲト50

㎡
適宜 適宜 － － － 適宜 －

機械室、ポンプ室、浴室対応設備、

屋上電気設備、太陽光パネル

屋上

庭園

80㎡

椅1

サ2
－

一敷地内に既存棟あり、吹抜、既存撤

去地盤、地域交流スペース、フィットネ

ス

演習課題１Ａ 1,536 48 32 6階 3,600 ～ 4,000 道路 隣地 道路 隣地
20㎡

6室

50㎡

5室車

30㎡

12室
適宜 適宜 － －

ラン

適宜

適宜

吹抜
40㎡ － － 適宜 － － － － －

40㎡

80㎡

コワ

40㎡

コピ

適宜
適宜

5人

35㎡
適宜 － 適宜 － －

受水槽40㎡、消火ポンプ室、屋上太

陽光パネル
－

利3

椅1

サ1

10台
一敷地内に既存棟あり、吹抜、貸会議

室

演習課題２Ａ 1,428 34 42 5階 3,000 ～ 3,500 道路 道路 隣地 隣地
25㎡

15室

20㎡

15室

25㎡

3室車
適宜 － － － － 適宜 適宜

150㎡

20㎡
20㎡ －

70㎡

厨房

写真

着付
－ 60㎡ － －

衣装

美容

乳幼

適宜
適宜 4人 適宜 適宜 － － －

受水槽50㎡、消火ポンプ室10㎡、

屋上キュービクル・太陽光パネル
－

椅1

サ1
－

一敷地内に既存棟あり、軟弱地盤斜

め、宴会部門

演習課題３Ａ 1,768 52 34 4階 2,800 ～ 3,400 隣地 隣地 隣地 道路
50㎡

1室

30㎡

6室

30㎡

2室車
適宜 － 150㎡

談話

休憩
－

適宜

吹抜
50㎡ － － － 40席 適宜 100㎡ － － － － － 適宜 5人 適宜 適宜 適宜 適宜 －

空調機械室、電気室40㎡、消火ポ

ンプ室10㎡、受水槽室70㎡、給湯

機械室35㎡、ろ過装置室20㎡

テラス

30㎡
椅1 10台

一敷地内に既存棟あり、勾配敷地、勾

配屋根、３層吹抜、車回しキャノピー、

隣地駐車駐輪場、図書室

模擬試験 1,632 48 34 5階 3,000 ～ 3,600 道路 隣地 公園 道路
15㎡

24室

20㎡

12室

30㎡

3室車

客室

60㎡

2室

客室

40㎡

2室車

70㎡ －
ラン

適宜
適宜 100㎡ － － －

40席

25席
－ 150㎡ － 40㎡ －

資料

60㎡
－ 適宜 4人 適宜 20㎡ － － －

機械室（受水槽、ポンプ、ボイラー、

貯湯槽）、ろ過機械室15㎡、屋上

（電気設備、太陽光パネル）

広場

120㎡

椅1

サ2
－

一敷地内に既存棟あり、既存部に客

室計画、埋戻地盤、レストラン、浴場、

フィットネス、多目的ホール

演習課題５Ａ 1,680 48 35 6階 4,300 ～ 4,900 隣地 隣地 隣地 道路
25㎡

24室

35㎡

20室車

50㎡

12室
－ － － － －

適宜

アト

200㎡

－ － － － 100人 － － － － － －
授乳

適宜
適宜 4人 － － － 20㎡ － 設備スペース

テラス

50㎡

椅1

サ2
10台

隣地に既存棟あり、車寄せ、アトリウ

ム、レストラン（100人）

基本課題 1,728 48 36
5階

B1
4,000 ～ 4,500 道路 隣地 公園 道路

25㎡

9室

25㎡

1室

80㎡

2室
適宜 適宜 適宜

ラウ

適宜
－ 適宜 適宜

2室

200㎡
適宜 適宜

30人

100㎡

50㎡

30㎡

パー

200㎡

100㎡

50㎡

30㎡

－ － － － 適宜 6人 適宜 適宜 適宜 －
リ保

適宜

消火ポンプ室10㎡、受水槽室30

㎡、電気室90㎡、ボイラー室30㎡、

屋上太陽光パネル

－
椅2

サ1
－

一敷地内に既存棟あり、吹抜、既存撤

去地盤、B1あり、セレクトショ ップ

基本課題１ 1,872 52 36 6階 4,300 ～ 4,800 隣地 道路 公園 道路
25㎡

48室

50㎡

2室車
－ 適宜 適宜

80㎡

30㎡

談話

適宜
－

適宜

吹抜
適宜 － － －

レス

30席

カフェ

ブラ

150㎡
100㎡ －

トレ

200㎡
－ －

授乳

適宜
適宜 6人 － － 適宜 － －

空調機械室、消火ポンプ室、受水槽

室40㎡、ろ過機械室15㎡、ボイラー

室40㎡、屋上キュービクル

テラス

20席

椅2

サ1
－

一敷地内に既存棟あり、吹抜、地域ブ

ランドショ ップ

基本課題２ 1,820 52 35 3階 自由 道路 道路 隣地 隣地
24㎡

16室

45㎡

2室車
－ 適宜 適宜

120㎡

15㎡
適宜

本

適宜

適宜

吹抜
適宜 － － － 180㎡ 80㎡ 120㎡ － －

35人

10人

ワク

180㎡
－ 適宜 4人 60㎡ － － － －

消火ポンプ室10㎡、受水槽室40

㎡、ボイラー室25㎡、屋上キュービ

クル・外気処理空調機

－
椅1

サ1
－

一敷地内に既存棟あり、吹抜、床面積

指定なし、ワークスペース

オリジナル① 1,600 50 32
3階

B1
－ ～ 自由 公園 隣地 道路 道路

25㎡

6室

40㎡

6室

25㎡

1室車
適宜 適宜 140㎡

ラウ

適宜

トラ

ンク

適宜

－ 適宜 － － － － 30㎡ － － 60㎡ － － － 適宜 6人 適宜
仮眠

適宜
適宜 －

荷捌

50㎡

空調機械室50㎡、電気室60㎡、消

火ポンプ室10㎡、受水槽室50㎡、

ボイラー室25㎡、屋上空調等

－
椅1

サ1
－

一敷地内に既存棟あり、床面積指定

なし、B1あり、フィットネス

オリジナル② 1,800 50 36
5階

B1
－ － 4,500 道路 隣地 公園 道路

24㎡

12室

45㎡

1室車
－ 適宜 適宜 250㎡

談話

適宜

リ保

適宜
適宜 適宜 － － － 180㎡

バー

適宜
180㎡ － － 10人

ギャ

90㎡
－ 20㎡ 6人 適宜 適宜 － － －

Ｂ１（電気90㎡、消火ポンプ10㎡、

受水槽40㎡、ボイラ40㎡）、屋上

（外気処理、太陽光パネル等）

－
椅1

サ1
－

一敷地内に既存棟あり、床面積以下

指定、B1あり、多目的ホール

オリジナル④ 1,720 48 36
自由

B1
－ ～ 自由 隣地 隣地 道路 道路

60㎡

6室

30㎡

28室

30㎡

3室車
適宜 適宜 － － －

適宜

吹抜
適宜 200㎡ 適宜 適宜

レス

60席

カフェ

美容

30㎡

写場

80㎡

着付

30㎡
－ 適宜

衣装

30㎡

バー

30㎡
適宜 6人 適宜 適宜 適宜 100㎡

荷捌

適宜

Ｂ１（空調機械室、電気機械室、消

火ポンプ室、受水槽室、ボイラ室）、

客室は外気処理空調機

－
椅1

迎1
－

一敷地内に既存棟あり、1階2階吹抜、

車寄せ、階数自由、B1あり、宴会場

2026.9.7（最終）

本試験課題と予測課題との比較

各社 課題名

建設用地 指定床面積 東西南北の条件 要求室

備 考
宿泊部門 管理部門共用部門

Ｎ社学校

Ｓ社学校

注意：本内容は、会員から本表作成範囲で協力頂き作成したものであり、参考程度に見て下さい。各部門と要求室は、名称等が微妙に異なる場合もあり、近い名前等に統一。なお、Ｎ社・Ｓ社課題は、表に入る課題数に絞っています。

以上～以下

（㎡）～（㎡）

研究会

本内容は会員講座で公開



（2） 予測課題１の解答図 （ＨＰにＡ３伴あり）

既存部 （計画）

１階平面図

階段内の扉

は特を書く

２階平面図

２階レストランは

歩行距離40ｍ

重複距離20ｍ

（カフェも同じ）

Exp.Jエスカレーター

（吹抜）

２層吹抜でも１階に

ＳＳ特を計画する

ターンテーブル （６ｍ）

最小後退距離は

東西南北で書く

エスカレーター

（吹抜）

２階は必ずＳＳ特を

計画 （面積区画）

Exp.J

本内容は会員講座で公開



断面図
道路斜線の計算式

（最小後退距離：3.625ｍ×2）

歩行経路は、重複区間が最も遠い①重複距離16ｍ歩行距離17.5ｍを実線で書いて、

重複距離10ｍ歩行距離25.5ｍ②の両方を書いて「法適合」を確認したとコメントを書く。

Exp.J

① ②

隣地斜線の計算式
（最小後退距離：3.625ｍ×2）

フーチング 既製コンクリート杭 B1の階高６ｍ
（駐車格納部・受水槽高さ対応）

本内容は会員講座で公開



（3） 予測課題２の解答図 （ＨＰにＡ３伴あり）

２階平面図

１階３層吹抜のSS特

を計画、手すりも計画
（R1標準解答例は手すりが書いてませんが、

人が落ちるので手すりを書いて下さい。）

車動線 車回し

車寄せ

避難通路幅

1.5ｍ以上

廊下幅1.8ｍ以上の条件あり

１階平面図

人動線

地下１階平面図

道路の延焼ライン

傾斜敷地B1は３ｍ

地下１階３層吹抜の

SS特と「くぐり戸」

耐力壁はＸ方向とＹ方向

にバランスよく配置する

切り開き１箇所

のみの課題

本内容は会員講座で公開



車寄せ上部はキャノピー

を計画して雨濡れ防止

２階平面図

断面図
勾配屋根は太陽光発電パネルに

望ましい角度となる3/10採用

車寄せキャノピーの

基礎は独立布基礎

３層吹抜は断面図

にもSS特を書く
キャノピーの上部の

屋根を除き-1ｍ

注）歩行経路は、重複区間が最も遠い位置①重複距離15.5

ｍ、歩行距離17.5ｍである。更に歩行距離が最も遠い位置

②状副距離11.5ｍ、歩行距離28.5ｍも法適合していること

を確認した。とコメントしている。

本内容は会員講座で公開



（4） 予測課題３の解答図 （ＨＰにＡ３伴あり）

基準階平面図１階平面図

アトリウムは

SS特や特

ブライダルホール

Ｈ４ｍ

最上階平面図 断面図

この地点の道路斜線の計算式

（最小後退距離：3.625ｍ×2）

道路斜線の最小後退距離は

既存建物からの距離：1.75ｍ×2）

廊下幅は全てが

1.8ｍ以上の条件

地盤改良

トレーニング室

Ｈ2.8ｍ

Exp.J

屋上庭園

本内容は会員講座で公開



４章　フリーハンド組込 （作図３時間を２時間へ）

研究会の定規以外は全てフリーハンドで書くと２時間で作図完了する。

・フリーハンド組込は、作図が３時間⇒２時間になる。

・その結果、エスキスは２時間⇒３時間になる。

・フリーハンドの組込は、製図試験の合格必勝法。

フリーハンドで書くべき箇所 （最強の時間短縮法）

① ＥＶ・・・釣合重りは書かない

② 階段・・・全階同じに書く

③ 扉・・・外開扉は階段だけ

④ 自動扉・・・出入口の扉

⑤ 窓・・・一本線の窓で書く

⑥ 便器各階同じで割愛あり

⑦ 洗面器

⑧ 椅子

⑨ 机

⑩ 流し台

⑪ 出入口の▲△

⑫ 駐車場

⑬ 駐輪場

⑭ ルーバー

⑮ 水勾配

⑯ 斜線勾配

⑰ 屋根勾配

⑱ 植栽

⑲ トップライト

⑳ 設備機器

フリーハンドで書くべき箇所

計画の要点等
60分（13：00～14：00）

（60分で丁寧に書く）

11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 17：30

試験開始
▼

エスキス
120分（11：00～13：00）

（この120分で合否が決まる）

作 図
180分（14：00～17：00）

（エスキスが完璧なら確実に３時間で作図は終了する）

チェック
30分

（ミス修正）

試験（6時間30分）のベストな時間割
試験終了

▼

計画の要点等
60分（14：00～15：00）

（60分で丁寧に書く）

11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 17：30

試験開始
▼

エスキス
180分（11：00～14：00）

（この180分でエスキスを完璧に終了させる）

作 図
90分（15：00～17：00）

（スピード作図法で２時間作図終了）

チェック
30分

（ミス修正）

スピード作図法での試験（6時間30分）の時間割
試験終了

▼

120分

本内容は会員講座で公開



⑩ 流し台 ⑳ 設備機器

フリーハンドで書くべき箇所 （図面は綺麗でなくても合格して

いる）

参考例 （１階平面図）

参考例 （１階平面図）

定規を使うのはこの図だけ

フリーハンドで全てを作図

本内容は会員講座で公開



R6から便所が各階同じなら割愛あり

R6標準解答図 （１階平面図）

便器等作図

R6の標準解答図で初めて便器等の作図割愛が示

された。これを採用する（各階同じ便所を計画）。

つまり、各階同じ位置で同じ便所を計画することで、

１階のみ作図で２階以上は便器等が割愛できる。

R6標準解答図 （２階平面図）

便器等割愛

R6標準解答図 （基準階平面図）

便器等割愛

本内容は会員講座で公開



５章　基礎構造 （ベタ基礎・杭基礎・布基礎）

（1） 基礎構造の解説
・基礎は、不同沈下、設備ピット、作図時間が短いことからベタ基礎を採用する。

・地盤の一部が軟弱地盤の場合、ここだけを地盤改良とする。

・車寄せがある場合、その基礎は布基礎とする。

・杭基礎の場合、フーチングと固い地盤の１ｍ深く杭を打ち込む計画とする。

地盤改良

ベタ基礎

場所打ちコンクリート杭（既成コンクリート杭もあり）

フーチング

１ｍ深い

R4標準解答図 （一部抜粋）

R4標準解答図 （一部抜粋）

R8研究会の解答図 （一部抜粋）

布基礎（独立基礎）

本内容は会員講座で公開



免震構造

場所打ちコンクリート杭

基礎梁

500

300

500

300

1100

900

2000

1500

ピ ット内の底盤

鉛プラグ入り
積層ゴム

ク リアランス

建物内建物外

せり出しExp.ｊ.
１ ＦＬ

土中

基礎免震構造の断面

免振装置は、鉛プ

ラグ入り積層ゴム、

基礎梁を含めた

ピット底盤は1500

ｍｍとする。

各柱下に鉛プラグ入り

積層ゴム支承を配置 フ ラ ンジ鋼板

フ ラ ンジ鋼板

積層ゴム
①天然ゴム

②内部鋼板

鉛プラグ入り積層ゴムの断面

鉛プラグ

R8予測課題では免震基礎を組み込んでいませんが、ここを見て

頂くと本試験に万一出題されても容易に作図できる。

本内容は会員講座で公開



過去問は試験元との許諾条件

によりＨＰ会員講座内のみでの

公開が認められている

エキスパンショ

ンジョイントは

柱芯から1.5ｍ

の位置

建物外周部には段差の生じない金物を用いたエキスパンション・ジョイントを使用

過去問は試験元との許諾条件

によりＨＰ会員講座内のみでの

公開が認められている

扉（特）の設置必要

免震ピット点検口

の設置必要

犬走り

R6免震構造は階段からの動線あり

H27免震構造の平面図

本内容は会員講座で公開



６章　確定エスキス （ユーチューブ解説内容含む）

（1） ＥＶ・階段の寸法

ＰＳ

ＥＶ

3.5m 2.5m

１m

2.5m

3.5m

６m

７m【階段】

階高：４ｍ

段数：26段

有効幅：1400以上

蹴上：160以上

踏面：300以上

寝台用ＥＶの場合

は2.5ｍ×3.5とする

【ＥＶ】

13人乗（乗用or人荷用）

心芯：2.5ｍ×2.5ｍ最小

（ここは、2.5ｍ×2.5ｍ）

利用者の階段・ＥＶ（基準階7×6グリッド）

特

特

ＰＳ

ＥＶ

４m ３m

１m

2.5m

3.5m

７m

７m【階段】

階高：４ｍ

段数：26段

有効幅：1400以上

蹴上：160以上

踏面：300以上

寝台用ＥＶの場合

は3ｍ×3.5とする

【ＥＶ】

13人乗（乗用or人荷用）

心芯：2.5ｍ×2.5ｍ最小

（ここは、3ｍ×2.5ｍ）

利用者の階段・ＥＶ（基準階7×7グリッド）

特

特

特の書き忘れは

一発不合格

特の書き忘れは

一発不合格

注） R8ホテルは

寝台用ＥＶなし

注） R8ホテルは

寝台用ＥＶなし

本内容は会員講座で公開



（2） グリッドスパン （R8ホテルのグリッドスパンは７×７、７×６、７×８グリッド）

R8ホテルの研究会の課題１解答のグリッドスパン

R8ホテルの研究会の課題３解答のグリッドスパン

グリッドスパン

（８ｍ・７ｍ・6ｍの組合）

グリッドスパン

（７ｍ×７ｍ）

本内容は会員講座で公開



（3） 断面計画

図書館内

天井高さ

2.8ｍ

スラブ

梁 800

400

1200

200 スラブ

階高

４ｍ
天井裏

ＰＣ梁

1000

200

ＦＬ

R8ホテルの基本４ｍ階高の納まり図

（３ｍ天井高さ指定は階高4.2ｍを採用）

スラブ段差

（200ｍｍ）

課題に屋上庭園が指定された場合

ＦＬ-200ｍｍスラブ （段差なし）

ダクトは

梁貫通

R8ホテルの研究会の課題３解答のグリッドスパン

天井高さ

本内容は会員講座で公開



（4） 設備の確定エスキス

標準解答例の消火ポンプ室

（R2課題で1階設置が指定）

標準解答例①の受水槽室

（屋内外の扉あり）

標準解答例①の電気設備の屋上設置例

Ｒ２標準解答例①のＥＰＳ・ＰＳ

（一括表示）

Ｈ27標準解答例①のＤＳ

（厨房用のＤＳ）

Ｒ１標準解答例①のＤＳ

（外気処理空調機から機械室へのＤＳ）

２階 ３階

１階

注意：R8客室のＰＳは各客室に設ける

本内容は会員講座で公開



（5） その他の確定エスキス

機械式駐車場が出題された場合

上部庇を計画

車寄せ

H27高齢者住宅の標準解答例②一部抜粋

車寄せが出題された場合

カーリフト

ターンテーブル

H21高齢者住宅の標準解答例①一部抜粋
本内容は会員講座で公開



７章　資格学校では教えない試験当日の留意点

（1） 試験用紙は配置図を見てから目を閉じる
試験直前に試験用紙が配布された時に、配布された資料が揃っているかを確認しつつ、

配置図を３秒で下記内容を見る。縦か横かの配置、道路、縦横全体寸法を見てから、試

験用紙を伏せて目を閉じる。そして、試験開始まで、見た配置図から色々と解答をイメー

ジする。この目をつぶりイメージすることは、自分を冷静にし、試験開始時に焦らなくなるメ

リットがある。

（2） エスキス⇒計画の要点等⇒作図の順番で
試験の進め方は、エスキス、計画の要点等、作図、ミス見直しの順番が最も理想的である。

時間配分は、エスキスが２時間、計画の要点等が１時間、作図が３時間、ミス見直しが30

分の合計6時間30分である。ここで、作図に研究会のフリーハンドの最速作図法を取り入

れると、作図が２時間で終了できるので、その分をエスキスの時間が３時間に延びる。

（3） エスキスが途中の段階で作図に入らない
製図試験で最も失敗するパターンは、エスキスが途中の段階で作図に入り、作図しながら

検討したり、消しゴムで消すのに多くの時間がとられたなどによる。1/1000のエスキスから、

最終的には、1/400のエスキスを完成させてから、作図に入った方が断然間違いが少なく、

短時間で終了できる。1/1000のエスキスによるプラン変更は、容易であり、更に1/400もそ

れなりに容易に修正できるが、作図の段階の修正は、かなり難しい。

（4） 計画の要点等は可能な限り丁寧な字で書く
エスキスが終了した後は、作図に入らず、計画の要点等を１時間で書き上げる。このタイミ

ングであれば、時間もしっかり取れるので、丁寧な字で書くことができる。ただし、時間を短

縮する意味からも可能な限り読める字で早く書きあげることが最優先事項である。作図前

に計画の要点等を書くことは、図面との整合性も確認できるメリットもある。なお、研究会

の「予測課題の要点等まとめ」を丸暗記すれば、下書きがなしで書き始めれるので、40分

程度で書き上げることができる。

（5） 栄養ドリンクは14時以降の作図時に飲む
試験は、6時間30分と長く、昼食もとれないことから、栄養ドリンクを飲む方もいる。ただし、

この栄養ドリンクは、飲んだ後、2～3時間は効果が高まるが、その後、逆にだるくなること

もあるので、飲む時間は、14時ごろ作図に入る段階で、最後の集中として飲むことが望ま

しい。

（6） 17時からミスは10個あると信じて見直す
研究会は、作図を17時まで終了させて、その後の30分は、ミス見直しをすることを推奨し

ている。どのような方でも、必ずミスはある。17時からミスは10個あると信じて、必死に探し

て下さい。ここで、修正をかけることが、合否を左右する。もし、17時の段階で、断面図が

完了していない場合、断面図は、フリーハンドにより15分で終了させて、残り15分を見直し

として下さい。１年間、必死に学習した成果が、たった１つの「特」の書き忘れで不合格に

ならないように必死に見直しをして確実に合格して下さい。17時からの見直しをしないと本

気で落ちることを理解ください。

本内容は会員講座で公開



８章　最後にお伝えすること （これを守れば合格できる）

（1） 予測課題３の赤字と青字の間違いは一発不合格になると判断

10年間365日、１級建築士のみに全てをかけている研究会だから分かることがある。令和に入り「法違反は一発不合格」となり、

近年「課題条件違反」は全て一発不合格になったと判断する（この２点の違反図面は採点に行かないでランクⅢ・Ⅳが決定）。

ここで恐ろしいのが、この課題条件違反は、従来要求室等の大きな要因が対象であったものが、近年は、特記事項や床面積の

条件、その他の施設の条件、要求図書の条件、その全てにおいて１ヶ所でも書き忘れ等の違反があれば、一発不合格になった

と判断する。今年の試験では、このミスをしない、このランクⅢ・Ⅳに入らない、それが合格の絶対条件である。

法違反は２章を見て下さい。ここでは課題条件違反をまとめるので本試験で下記の書き忘れ等のミスをしないで合格して下さい。

令和８年の合格発表日に示された「受験者の答案の解答状況」では、ランクⅢとランクⅣに該当する具体的内容に、「要求室・施

設等の特記事項の不適合等」が示された。それに基づき、研究会の予測課題１～３を作成している。その内容を予測課題３を例

に示すと、床面積が「以上」でない場合、要求室の特記事項が書いていない場合、いずれも一発不合格になると推定する。更に、

この予測課題３のように、それ以外にも多くの罠がある。ここに示す赤字の罠は確実に書いて下さい。添削をすると、かなりの方

が見落している。各階に「多機能便所と倉庫」を書く、屋内の廊下は利用者廊下も管理者廊下も「有効幅員1.8ｍ」が必要、基準

階平面図には屋上の塔屋部分に「破線」を書く課題である。いずれも書き忘れは、一発不合格が確定される。

しかし、これは、逆に言うとこれらを書き忘れなければ、R8ならランクⅢ・Ⅳにならないということであり、ランクⅡが２％程度であ

ることからR8合格が見えてくる。なお、予測課題１は、地下設備スペースを「破線」、予測課題２は、「切り開きは１箇所のみ」の条

件指定がある。

部門 室　名 床面積

・洋室（定員２人）とし、ベッドを２台設ける。

・浴室、洗面所、便所を設ける。

・車椅子利用者用洋室（定員２人）とし、ベッドを２台設ける。

・浴室、洗面所、便所を設ける。

・洋室（定員４人）とし、ベッドを４台設ける。

・浴室、洗面所、便所を設ける。

談話コーナー ・利用者用ＥＶ近傍とし、基準階の各階に設ける。 20㎡以上

ブックコーナー ・利用者用ＥＶ近傍とし、基準階の各階に設ける。 20㎡以上

リネン庫 ・管理者用ＥＶ近傍とし、基準階の各階に設ける。 10㎡以上

・風除室を設ける。

・１階から基準階（最上階）までのアトリウム（50㎡以上）

　を設けて、採光及び通風に考慮する。

・エントランスホールに近接させて設ける。

・天井高さは４ｍ以上とする。

・ブライダルホールからはチャペルホール、ブライダル

　サロン、宴会場、衣装室、写真館へ行けるようにする。

宴会場 ・結婚披露宴等をする場とする。 70㎡以上

・宴会場へ飲食等を直接提供する。

・職員の更衣室と便所を厨房内に設ける。

・直上の１階から屋上まで排気ダクト（ＤＳ）を設ける。

写真室 20㎡以上

衣装室 20㎡以上

ブライダルサロン 25㎡以上

売店コーナー 15㎡以上

・屋外から直接入れるようにする。

・厨房を設ける。

・宿泊者専用とし、入口に受付を設ける。

・男女別に70㎡以上で設け、脱衣室を併設する。

ろ過機械室 ・大浴場の近傍に設ける。 25㎡以上

浴場休憩コーナー ・大浴場の入口近傍に設ける。 30㎡以上

フィットネス室 ・天井高さは2.8ｍ以上とする。 40㎡以上

ストレッチ室 ・天井高さは2.8ｍ以上とする。 40㎡以上

トレーニング室 ・天井高さは2.8ｍ以上とする。 100㎡以上

休憩コーナー ・フィットネス室等利用者が休憩する。 15㎡以上

総合受付 ・フィットネス室等利用者の総合受付をする。 適宜

更衣室 ・フィットネス室等利用者の更衣室を男女別に設ける。 適宜

授乳室 ・エントランスホールの近傍に設ける。 適宜

・8人分の事務スペースを確保する。

・フロント及びクロークを設ける。

職員休憩室 適宜

職員更衣室 ・男性用、女性用それぞれを設ける。 適宜

清掃員控室 適宜

リネン保管庫 ・１階に設ける。 約10㎡

備蓄倉庫 約15㎡

ゴミ庫 ・１階に設け、室内と屋外から利用できるようにする。 約10㎡

ボイラー室 ・直上の１階から屋上まで煙突を設ける。 約50㎡

受水槽室 ・メンテナンスに配慮する。 約50㎡

消火ポンプ室 適宜

・キュービクル、非常用自家発電設備、空調室外機、

　太陽光パネル等を設ける。

・多機能便所及び倉庫は各階に設けるものとし、その他必要と思われる室等は適宜計画する。

設

備

屋上設備 適宜

大浴場 計140㎡以上

25㎡以上

管

理

部

門

事務室 適宜

共

用

部

門

エントランスホール 適宜

ブライダルホール 100㎡以上

宴会場厨房

カフェ 60㎡以上

特記事項

・宿泊部門は、基準階に計画する。

宿

泊

部

門

客室Ａ

（20室以上）

１室当たり

24㎡以上

客室Ｂ

（5室以上）

１室当たり

50㎡以上

客室Ｃ

（20室以上）

１室当たり

75㎡以上

図面及び縮尺 特記事項

（1）１階平面図 ①　各階平面図には、次のものを図示又は記入する。

兼配置図 　イ．主要寸法、床面積、室名等、什器等

1/200 　ロ．設備シャフト（ＰＳ、ＤＳ、ＥＰＳ）の位置

　ハ．延焼ライン（建築物の延焼のおそれのある部分の有無にかかわらず

　　　必ず記入する。）、延焼ラインおよび防火区画に用いる防火設備の

（2）２階平面図 　　　位置および種別

1/200 　ニ．断面図の切断位置

②　１階平面図兼配置図には、次のものを図示又は記入する。

　イ．建築物の出入口（▲で表示）および敷地の出入口（△で表示）

（3）基準階平面図 　ロ．駐車場（台数および出入口を△で明示する。）

1/200 　ハ．通路、植栽等

　ニ．「敷地内の避難上必要な通路」の経路と幅

　ホ．歩道の切り開き位置

　ヘ．建築物から敷地境界線までの最小後退距離

③　２階平面図には次のものを図示又は記入する。

　イ．下階の屋根、ひさし等となる部分

　ロ．屋上庭園の面積、通路、植栽等

　ハ．居室の最も遠い位置から２の直通階段に至る歩行経路および

　　　その一に至る歩行距離及び重複区間の長さ

④　基準階平面図には次のものを図示又は記入する。

　イ．下階の屋根、ひさし等となる部分

　ロ．塔屋部分の位置（破線で基準階に図示する）

　ハ．居室の最も遠い位置から２の直通階段に至る歩行経路および

　　　その一に至る歩行距離及び重複区間の長さ

（4）断面図 ①　断面位置は、既存部を含めた東西とし、建築物の全体の立体構成

1/200 　　　がわかる断面とする。

②　建築物の最高高さ、塔屋を含む建築物の高さ、階高、天井高、１階

　　　床高、２階床高、基準階床高及び主要な室名を記入する。

③　基礎、壁、梁及びスラブの断面を図示する。

④　塔屋および屋上設備を図示する。

⑤ 高さ制限への適合が確認できる情報（道路斜線、最小後退距離、

　 計算式等）を記入する。

要求室 その他の施設

要求図面

本内容は会員講座で公開



（2） 合格十箇条　・・・今まで説明した内容もあり超重要を10点アップしました。

① 一発不合格は避けることが合格の必須条件
近年の製図試験は、法違反と課題条件ミス等での一発不合格になると、その段階で図

面審査にならず、その図面はランクⅢ・Ⅳとなり、除外されて終了と推定する。その割合

が近年は６割を超えている、ここを突破することが合格への第一関門である。

② 法違反は一発不合格
R1から法違反は一発不合格が強化された（現在進行形）。総括「２章 法適合」をしっか

り見て、法違反にならないようにして下さい。特に「うっかり」の書き忘れは十分注意する。

③ 課題条件ミスは一発不合格
近年は、課題条件ミスも確実に一発不合格になると推定する。要求室の「特記事項

（机・椅子等）」や要求図面の「特記事項（１階最小後退距離・屋上塔屋破線等）」は、細か

い指示まで一つ残らずきちんと書く。本当に書き忘れ１ヵ所で落ちますよ。

④ 作図は常識的な多くの人が書く内容にする
作図は、10人中、９人が書く常識的な内容とする。製図試験は、多くの受験者が書く内

容が正解となる。単純明快な大多数が書くであろう内容を作図することが合格への近道

である（個人的な特徴のある図面にはしない）。

⑤ 確定エスキスを活用して時間短縮を図る
結局、製図試験はエスキスで決まる。そのエスキスを高速に正解へと導くため、総括「６

章 確定エスキス」を参考に、試験前に自分の確定したエスキスを多く持つようにする。

⑥ エスキスが完了しないで作図に入らない
特に初受験者が行ってしまうミスは、エスキスが完了しないまま作図に入ることである。

エスキスしながらの作図は、間違いが多く、その間違いを修正（消しゴム）するため、時間

がかかり、完成図はミスの多い図面となる（不合格確定）。

⑦ フリーハンドを活用して作図時間を短縮する
２ヶ月作図をしてきた皆様は、エスキスが完璧に完了した場合、作図にかかる時間は３

時間程度である。総括「４章 フリーハンド組込」を採用すれば、３時間かかる作図が最大

２時間まで短縮できる。この作図時間は、エスキス時間に振り分けることができる。

⑧ 課題のマーカーは多くの色を用いない
課題のマーカーは、何種類も使うと色が多すぎてチェックし難い（ミスが発生しやすい、

ペンの持ち替え時間割愛）。課題は、試験直後の赤ボールペン、エスキス終了後の黄色

マーカー、17時作図後の黄色マーカーの上から塗る赤色マーカーの３回のみが良い。

⑨ 17時からの30分見直しをしないと合格できない
１つのミスが今は一発不合格、その防止に17時から30分の見直しは合格必須条件であ

る。17時で断面図未完ならフリーハンドで15分で完成させ、見直し時間15分を確保する。

⑩ 「自分は大丈夫」と心を落ち着かせて臨む
令和4年の課題は、初めて「階数は自由」が出題され、多くの受験者がびっくりした。人

は平常心を失うと想定外のミスをする。試験元は必ず想定外の問題を組み込む、その時

には、３秒目を閉じて深呼吸をし、自分は大丈夫と落ち着かせる。

皆様の合格を祈願して合格十箇条を示す。

本内容は会員講座で公開


